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夏の観光シーズンを前に、新型コロナウイルスがアジアで再流行の兆しを見せている。台

湾でも感染者が増え、市民の警戒感が高まっている。新たな変異株が確認され、流行は 8

月まで続くとの予測もある。 

 
6 月上旬の台北市。30 度超えの暑さにもかかわらずマスク姿の人が目立つ。飲食店の 30

代女性従業員は「同僚や客にも感染者が出た」と 5月末からマスク生活に。人気観光地の

夜市で働く男性は、最近 3 回目のワクチンを接種。客足も減っているといい、「海外から

の往来が増え始める時期。流行が最小限にとどまるといいが」と心配する。 

 台湾の衛生福利部疾病管制署（CDC）によると、感染者は 4月から緩やかに増加。8月

までに人口の 7％に当たる 171 万人が感染するとの予測もあり、5月 26 日からの一週間に

ワクチンを接種した人数は 3週前と比べ 6.6 倍になった。CDC は今月 10 日、地下鉄で半

数以上の乗客がマスクを着用するなど市民の自主的な対策もあり、感染ペースは鈍化しつ

つあるとした。 

 流行するのはオミクロン亜種の「NB.1.8.1」で、免疫を回避しやすく感染力が強いのが

特徴だ。世界保健機関（WHO）は、同種による重症化や死亡率が高いとのデータは確認さ

れていないとしている。 

 WHO によると、世界各国での陽性率は昨年 7月以来となる 11％に達し、タイや中国、シ

ンガポールなどアジアを中心に増加している。日本でも感染例が報告されているが拡大傾

向にはない。（台北・長美咲） 
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